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1
ウィリアム ・ブレイクの 『ヨーロッパ:ひ とっの予言』(以下 『ヨーロッ
パ』)は1790年代初めに書かれた。時期的には、 アメ リカ独立戦争、 フラ
ンス革命 とそれに続 く政治的諸事件に確かに霊感を受けてはいるが、当時の
政治がブ レイク独自の神話よって巧みに覆われ、 ミル トン的創世の物語 と終
末論 として提示され、 しか もそれがある女性が見た夢 として描かれている。








性」の嘆 きの詩がある。そして以下は 「予言」と題され、これ も三つに分割
できる。それらは、ブレイク神話における原初の母エニサーモンが眠りに落
ちる前と、彼女の夢の内容、そ して目覚めた後の三つから成る。
さて、 この詩 の第一部 分で あ るが、 これ は、 「洞窟 に入 れ られた
(caverned)人間を五っの窓が照 らす」 という妖精の歌で始まる。第一の窓
は 「空気を吸い込むため」(=嗅覚)、第二の窓は 「天体の音楽を聴 くため」
(=聴覚)、第三の窓は 「葡萄を味わうため」(=味覚)、第四の窓は 「常に成
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長する永遠界の小部分を見るため」(=視覚)、そして第五の窓は触覚に相当
する。洞窟の中の人間が永遠界の一部を見ることは明かにプラ トンの影響で
あ るが、 ブ レイク独 自の考 えは五感 を五っの窓 に喩えた ことで ある。




しか し、第五の窓(触 覚)か らは、「人間は何時でも出てゆけるのだが、
出てゆこうとしない」と妖精 は歌 う。その理由は 「盗まれた楽 しみは甘 く、
ひそかに食べるパ ンはうまい」か らだとされる。 これは聖書において、愚か













と、「花は摘み取 られたので小さな叫び声をあげ、妖精 はそれを見て高 らか
に笑 った」 という。 しかし、 これは残酷 さからではない。花は摘まれること
によって、物質界における身体を失 うが、詩人の周 りを 「芳香の雲ように漂
う」 ことにより別の感覚へと解放 される。 これが、妖精が詩人に見せた 「永
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遠 の花」 の存在で ある。 このことを知 って いる妖精 は、 これを知 らずに叫び
をあげ る花の無知 を笑 ったので ある。 さ らに考えてみ ると花は女性 の比喩で
もあ り、 それ 自身 が生殖器官で もある。摘み取 られた花 は生殖器官 と しての
役割 を失 うが 「永遠 の花」 として、言 い換 えれば、maternal/materialな
ものか ら、eternalな次元へ と変わ って いる。っ ま り妖精 の挿話 にはmate-














なか った社会の反映であるともいえる。 しか しここでは当時の社会とフェミ
ニズムの問題は論 じることはせず、女性/母 性と物質界にっいての論 を進
めて行きたい。3)
この京性の嘆きのなかで、重要なのは以下の問いである:
 `And who shall bind the infinite with an eternal band? 
To compass it with swaddling bands? and who shall cherish it





















縛 られた(bound)」オークを見ることである。 ここには女性の喜 び=母 性
の公式が明かである。4)さらに、エニサーモンが彼女の 「水晶の家」に子供
らを呼び集めて言 う:
 Go  ! tell the human race that Womans love is  Sin  ! 






という母性以外許 されず、そ して少女は幼少から道徳の番人 となることを説
かれている。その道徳を広める人物は彼女の息子 リントラとパラマブロンで




発言は女性 には許されず、その活動は専 ら家庭において夫や子供を愛国者 と





法律 と理性の体現者であるユ リゼ ン(Urizen=your+reason)の息子達
である。彼 らは 「あらゆる生命の魂をっかめ/そ して彼 らの歌 うような快
楽を縛れ」や 「地上の慈 しみに満ちた甘美を縛れ」と言 う。エニサーモンの
道徳は彼 らの命令の反復で しかない。 これか ら推定できるのは、彼女が母性
以外の女性の存在意義を知 らず、また自分の言葉が権力側の受け売りである
という事実に全 く無知なことである。妖精の挿話で摘み取 られた花が 「永遠




Eighteen hundred years: Man was a  Dream  !
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The night of Nature and their harps unstrung: 
She slept in middle of her nightly song, 
Eighteen hundred years, a female  dream  !  (pl. 9: 1-5)
エニサーモ ンが眠った1800年とはキ リス ト生誕からほぼこの詩が書かれ





アー ドマ ンはブレイクの詩を歴史的観点か ら見事に解釈 した。彼の 『ヨー
ロッパ』の分析は、専らこのエニサーモンの夢の部分を解釈 し、 ブレイクの











彼女の夢の歴史は、 ミル トンの 「創世記」である 『楽園喪失』がそうであっ




を分かっ」で始 まる。9)「影」とは物質界の次元でのことを表す。 ミル トン
の堕天使セイタンさなが ら、アル ビオンの天使は、その軍勢 とともに天から
追われてきたのだが、彼 らは今議事堂に押 しっぶされ、その廃虚にうずくまっ
ている。混乱と苦痛のなかに起き上がったアル ビオ ンの天使 は 「蛇の形をし
た神殿」に拠 り所を求める。その神殿 はイギ リスの原始宗教であり、人身御
供を特徴 とする ドルイ ド教的色彩を持っ。その建物 はイギ リス中に 「影のよ
うに長々と広が っている」とされる。その建物 に沿 うようにアルビオンの天
使 はテムズ川の岸に沿ってベルーラムに到達する。そこには、古いローマ時
代 に、キ リス ト教の中心地が置かれていたことを考えるとブレイクは権威的
宗教を ドルイ ド的なもの としていることがわかる。 その場所 には万魔殿
(pandemonium)よろしく、「古びて神々しい柱廊」が建立されており、 ド
ルイ ドのシンボルである 「オークの木に囲まれたいくっ もの柱が塔のごとく





(pL10:21-23)。そうすれば 「蛇の神殿」の暴君的神こそは、 この詩 の始 め
の図で、天空の円を背中に無限をコンパスで分けている人物であることがわ
かる。そして、 アルビオ ンの天使はこの神の御使いであり、それはイギリス
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Albions Angel rose upon the Stone of Night. 
He saw Urizen on the Atlantic; 
And his brazen Book 
That Kings and Priests had copied on Earth 
Expanded from north to south.  (p1. 11: 1-5)
アル ビオ ンの天使 が説教 壇であ る 「夜 の石」 に上 が って崇 めるのは、 ブ レイ
ク神話 の暴君 的法 の体現 者ユ リゼ ンに他 な らない。 そ して この地上 において
王 や僧侶 の思想 はユ リゼ ンの コピーである ことが明 かにされる。 この宗教 の
開示 によ って、 エニサーモ ンの夢 を迷妄 の雲 と火が取 り巻 き、 イギ リスの崖
を取 り巻 き、「ロ ンドンの壁」 を取 り囲む。 この壁 は現在 で もロ ン ドンに一
部残 るローマ時代 の壁で はな く、 ロ ン ドンの街 その ものが牢獄 と化 したとみ
るべ きで ある。 それ を象徴す るか のように、 この雲 は教会、宮殿、塔 を飲 み
込 み、 アル ビオ ンの天使 はロ ン ドンに影をお とす看守の よ うに岩の上 に立 ち
はだか る。 ロ ン ドンの人 々は 「蛇 の神殿が、 白い島国 に影 を落 しっつ高 く持
ち上 げられ るのを見 る」。 そ して、 さらに具体的な場所、ウェス トミンスター、
グ レー ト ・ジ ョージ ・ス トリー ト、パ ーク ・ゲー トが取 り囲まれる。エニサー
モンの願望 とはロ ン ドンに壮大 な牢獄を構 築す ることであ る。
Enitharmon laugh'd in her sleep to see  (0 womans triumph) 
Every house a den, every man bound ; the shadows are filled 
With spectres, and the windows wove over with curses of iron: 
Over the doors Thou shalt not; & over the chimneys Fear is 
written.  (pl. 12: 25-28)













ンボルであ る 「オークの炎」である。以下の詩行には、 エニサーモンの夢に
おけるユリゼンとオークの心理的連関が見事に表現されている:
Between the clouds of Urizen the flames of Orc roll heavy 
Around the limbs of Ablions Guardian, his flesh consuming. 










無意識の一部であると考え られる。 これはこの女性が始めに 「オークの胸か
ら起き上がった」ことか らも推定できる。
しか し、夢か ら覚めたエニサーモンには、オークが革命を起 こすという願
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出 し/赤 いフランスの葡萄畑にオークの怒 りの光が現れた」 ことは、 エニ
サーモンの抑圧 された願望であるオークが解 き放たれたことである。しかし、
彼女の子供達が各々の持ち場に戻 り、戦闘の準備がなされるのを見て、エニ



















                           When the five senses whelm'd 
In deluge o're the earth-born man; then turn'd the fluxile eyes 
Into two stationary orbs, concentrating all things. 
The ever-varying spiral ascents to the heavens of heavens 
Were bended downward; and the nostrils golden gates shut 
Turned outward, barr'd and petrify'd against the infinite. 
Thought chang'd the infinite to a serpent; that which pitieth: 
To a devouring flame; and man fled from its face and hid 
In forests of night; Then all the eternal forests were divided 
Into earths rolling in circles of space, that like an ocean rush'd 
And overwhelmed all except this finite wall of flesh. 
Then was the serpent temple form'd, image of infinite 













す牢獄e身 体=世 界の構図がある。ハムレットは 「デンマークは牢獄だ」と
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言い、ローゼンクランッは 「しか らばこの世も牢獄だ」と言った。11)牢獄 と
しての世界は現代の我々にも重要な問題である。 ブレイクの詩 は近代的自我












た130)ブレイクの、牢獄=身 体=世 界は十八世紀のこの流行 とは無関係でな
いような気がする。
その流行の火付け役が ジョヴァンニ ・バ ッティスタ ・ピラネージ(1720-
78)の十六枚か らなる版画集 『幻想の牢獄(Carcerid'invenzione)』である
(図参照)。この作品が当時のヨーロッパの知性に与えたイ ンパクトは強烈で




























この ピラネージの牢獄 の解説 は、 ブレイクの思想 を現代 と結 び付 けるための
格好 の解釈 に もな りうる。 ブ レイ クに とって、人間 はロ ン ドンという牢獄 に
おいて五感 を閉 ざ した囚人 で あるだけでない。人間 の精神(脳 髄)そ の もの
が牢獄 なのである。 アル ビオ ンの天使 がイデオ ロギーを広 める 「蛇 の神殿」
の説教壇 「夜 の石」 は実 は人間の脳髄 の中にあ るとことが明記 されて いる:
Obliqueit[theStoneofNight]stood....
Onceopentotheheavensandelevatedonthehumanneck,
14ウ ィ リアム・ブ レイクの黒い脳髄『ヨーロ ッパ:ひとつの予言』にみ る女性・身体 ・牢獄 ・建 築
Now overgrown with hair and covered with a stony roof. 











い特権を許 されているがゆえに、その母としての役割が神聖化 されやす く、
不自然なく、神 と結びっけられやすい女性によって、誤 った思想(イ デオロ
ギー)と して広められてゆくのである。加えて、女性の精神活動を制限 し、
女性を身体のみの存在e家 とみなす、風潮がmaterial/maternalworld
であり、 この呪縛か ら自由になることが求められている。エニサーモ ンの夢
の終わりのカタス トロフィーはニュー トンが吹き鳴らす最後の審判のラッパ
であった。死者が蘇 り天に昇 る終末の ビジョンは、ニュー トン的万有引力の





れない。 しかし、妖精の挿話に戻れば、 この物質界 は死んでいるのではなく、









ブ レイ ク の 引用 はす べ て、TheCompletePoetryandProse(ゾWilliam,,,,ed-
itedbyDavidV.Erdman(NewYork:AnchorBooks,1988)に拠 り、 引 用 箇
所 の プ レー ト番 号 と行 を本 文 中 の括 弧 の中 に記 した。
1)こ の 妖 精 と の 出会 い の詩 は後 の版 に付 加 さ れ た と い う見 方 もあ るが 、 詩 入 が わ ざ
わ ざ付 け加 え た こと を考 え る と、 な に か 「予 言 」 を理 解 す る手 が か りが 隠 さ れ て
い る と み る こと が で き るだ ろ う。
2)「 箴 言 」 十 二 章 。
3)当 時 の社 会 に お け る女 性 、 フ ェ ミニ ズ ム、misogynyの問 題 はHelenP.Bruder,
WilliamBlakeandtheDaughtersofAlbion(London:MacmillanPress,
1997)に言羊しい。
4)ま た、 前 述 の 「名 の な い 影 の よ うな女 性 」 の 嘆 き に あ る、 生 命 を 縛 る も ので あ る
神=母 の公 式 も明 らか で あ る。








9)歴 史 的 に は 、 これ は1793年 一 月 仏 国 王 ル イ十 六世 が ギ ロチ ンに か け ら れ 、 革 命
の 波 及 を 恐 れ た ヨー ロ ッパ近 隣 諸 国 の 君 主 た ちが フ ラ ンス包 囲 の大 同盟 を っ く っ
た こ との 暗 示 で あ る。 ア メ リカ独 立 戦 争 で 敗 北 を 帰 した イ ギ リス は、 ア ル ビ オ ン
の 天 使 が 堕 天 使 セ イ タ ンさ なが ら、 そ の軍 勢 と共 に天 を 追 わ れ て くる こ と で 表 現
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さ れ て い る。
10)LindaColley,p.277.




Press,1978)pp.13-38.また ベ ンサ ムの 「パ ノ プ テ ィ コ ン』 はそ の最 も代 表 的 な
もの で あ る。
13)高山 宏 「カ ステ ロ フ ィ リア ー 記 憶 ・建 築 ・ピ ラネ ー ジ」(作 品社 、1996).
14)マル グ リ ッ ト ・ユ ル ス ナ ール(多 田 智 満子 訳)「 ピ ラネ ー ジの 黒 い脳 髄 』(白 水社 、
1991),p.58.
15)同上 、p.57-58.
16)ミシ ェル ・フー コ ー(田 村 俶 訳)『 監 獄 の誕 生 一 監 視 と処 罰 』(新 潮 社 版 、1977),
p.146.
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